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療養病床に入院する高齢者の食費・居住費の負担（生活療養標準負担額）が軽減される患者
について

療養病床に入院する高齢者の食費・居住費の負担（生活療養標準負担額）が軽減される患者
について

１ 食費及び居住費の負担の見直しの概要

（ 対 象 者 ） 療養病床に入院する７０歳以上（平成１８年１０月以降。平成２０年４月以降６５歳以上）の

高齢者
（ 標準負担額 ） ① 食費 食材料費及び調理コスト相当を負担（月額４．２万円）

② 居住費 光熱水費相当を負担（月額１．０万円）
※ いずれも一般所得かつ難病等の者でない場合の月額負担額
※ 現行は食材料費相当を負担（月額２．４万円）

（ 保険給付 ） 入院時生活療養の基準額から標準負担額を控除した額を入院時生活療養費として支給
※ 現行の入院時食事療養費は、入院時食事療養の基準額（日額１，９２０円）から標準負担額（一般所得で

日額７８０円）を控除した額を入院時食事療養費として支給

２ 「所得の状況」をしん酌して標準負担額を軽減する者

低所得者Ⅱ （住民税非課税世帯） － ３．０万円

＜低所得者の標準負担額＞ 低所得者Ⅰ②（年金受給額８０万円以下等） － ２．２万円 介護保険と同じ水準
低所得者Ⅰ①（老齢福祉年金受給者） － １．０万円

３ 「病状の程度」、「治療の内容」をしん酌して標準負担額を軽減する者

入院医療の必要性の高い状態（人工呼吸器、中心静脈栄養等を要する状態や脊髄損傷（四肢麻痺が見ら
れる状態）、難病等といった、診療報酬上の医療区分２又は３の状態）が継続する（※）患者及び回復期リハビ
リテーション病棟に入院している患者の生活療養標準負担額については、現行の食事療養標準負担額と同額
の食材料費相当の負担額とする。

※ ①医療区分２又は３の状態が改善して、医療区分１の状態になった場合は、その日から軽減しない。
②医療区分１の状態が悪化して、医療区分２又は３の状態になった場合は、状態悪化前の当月における一の

医療機関での入院日数を基準に、それよりも長い日数の間、その状態が継続する場合は、状態悪化前の入院
日数を超えた日から軽減する。

※介護保険と同額



食費及び居住費の日額の標準負担額食費及び居住費の日額の標準負担額

【現 行】※１ 【改正後】※２ （参考）介護保険

現役並み所得者
７８０円

【２６０円】

１，３８０円＋３２０円
【４６０円】

７８０円
【２６０円】

１，３８０円＋３２０円
【４６０円】

１，３８０円＋３２０円

５００円
【１６０円】

６５０円 ＋３２０円
【２１０円】

６５０円＋３２０円

３９０円＋３２０円３９０円 ＋３２０円
【１３０円】

低所得者Ⅰ①
３００円 ＋ ０円

【１００円】

３００円＋ ０円

６５０円
【２１０円】

３００円
【１００円】

一 般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ②

（注１） 医療保険における食費の日額は平成１８年度からの一食単位化前の負担額
（注２） 【 】は一食単位の負担額
（注３） （ ）は入院４ヶ月目以降の負担額
（注４） 低所得者Ⅰ①の区分は、老齢福祉年金受給者を対象とし、低所得者Ⅰ②の区分は、現行の低所得者Ⅰのうちそれ以外の者を対象とする。

※２ 難病等の患者の負担は現行
の食材料費相当額

※１ 居住費負担はなく、食費負担
は食材料費相当額
















